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１．地区の区分と地区別のまちづくりの目標 

（１）地区区分 

旧町村単位，現在の市街地や集落の分

布状況などを勘案して６地区に区分し，

それぞれの地区の課題を踏まえて，地区

別構想を策定しました。 

 

 

 

 

（２）地区別のまちづくりの目標 

都市の将来像，都市づくりの目標，地区別の現況と課題の検討を踏まえて，将来にお

けるそれぞれの地区のあり方を見据える地区別構想を以下のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都
市
づ
く
り
の
目
標     

「
緑
き
ら
め
く
大
地
で
人
々
が
ふ
れ
あ
い
、
幸
せ
に
暮
ら
し
続
け
る
ま
ち
」 

↓ 

１
．
水
と
緑
の
環
境
、
豊
か
な
歴
史
・
風
土
を
残
し
、
生
か
し
て
、
次
の
世
代
に
継
承
す
る 

２
．
美
し
く
相
互
に
調
和
の
取
れ
た
都
市
景
観
・
街
並
み
を
形
成
す
る 

３
．
わ
か
り
や
す
い
都
市
構
造
、
快
適
で
使
い
や
す
い
都
市
機
能
・
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
都
市
空
間
を
つ
く
る 

４
．
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
の
環
境
、
社
会
を
築
き
、
穏
や
か
な
生
活
と
文
化
を
育
む 

５
．
市
民
・
企
業
・
行
政
に
よ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る 

（１）守谷地区 

目標：「人がふれあい，にぎわう都市の中心拠点づくり」 
・広域拠点・都市中心拠点としての都市機能集積と利用交通の拡充 
・周辺環境と調和した街並み景観，にぎわいのある都市空間の形成 
・歴史ある市街地の環境改善と一団の緑地の保全 

（２）北守谷・立沢地区 

目標：「豊かな生活文化を守り育むまちづくり」 
・新守谷駅周辺・国道294号沿道への地域生活を支える産業機能の集積 

・良好な住宅地の環境とコミュニティを維持する住宅の更新や低未
利用地活用の促進 

・水と緑の美しい景観・環境を構成する農村集落地環境の保全・改善 

（３）大木・板戸井地区 

目標：「豊かな自然と農村集落を守るまちづくり」 
・鬼怒川を越えて他地区と連絡する交通機能の強化 

・農地や河川などの広々とした環境と一体となった集落環境の保
全・改善 

（４）大柏・野木崎地区 

目標：「都市の新たな玄関となる美しい緑の景観を 
生かすまちづくり」 

・市役所周辺の行政文化拠点の育成と水と緑の良好な環境・景観の形成 

・利根川を越える広域自動車交通を受けとめ生かす交通体系の整備 

・大規模な農地などの緑豊かな環境と調和する集落環境の保全，産
業土地利用の検討 

（５）南守谷・高野地区 

目標：「広々とした自然のなかで豊かな生活を育むまちづくり」 
・良好な団地居住環境の保全と幹線道路沿道の土地利用の整序 

・農地や河川などの広々とした環境と一体となった集落環境の保
全・改善 

（６）みずき野・同地・赤法花地区 

目標：「緑のなかで豊かに暮らし続けるまちづくり」 
・良好な住宅地の環境とコミュニティを維持する住宅の更新や低未
利用地活用の促進 

・都市中心拠点である守谷駅周辺との連絡機能の強化 

・残された谷津環境の保全・活用 

総
合
計
画
の
都
市
の
将
来
像
… 

～ 

緑
き
ら
め
き 

人
が
輝
く 

絆
つ
な
ぐ
ま
ち 

も
り
や 

～ 

 
 

・
自
然
を
守
り
、
育
て
、
緑
が
豊
か
に
き
ら
め
く
ま
ち 

 
 

・
市
民
誰
も
が
主
人
公
と
な
り
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ま
ち 

 
 

・
互
い
に
手
を
取
り
、
支
え
合
い
、
助
け
合
う
、
絆
が
育
ま
れ
る
ま
ち 



 

72 

２．地区別構想 
（１）守谷地区 
〔現況と課題〕 
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守谷地区の将来構造 

守谷地区は，旧街道に沿って古くから発達した集落を中心とする台地上の市街地と東側低地部の農地

によって構成され，つくばエクスプレスと関東鉄道常総線の乗換駅である守谷駅が地区中央部に位置す

るとともに，地区内には大小さまざまな谷津，守谷沼，守谷城址や松並木等の自然的・歴史的資源に恵

まれています。守谷駅周辺と北部の松並青葉地区では都市中心拠点・住宅市街地としての基盤が整って

宅地化が続いており，守谷駅の１日平均乗車人員数も約４万人（つくばエクスプレス：約 2.5 万人，常

総線：約 1.4 万人）に及びます。この駅乗降・乗換客の多さを生かして，守谷駅周辺の都市中心拠点と

しての都市機能の集積とにぎわいのある都市空間の整備を促進するとともに，広域交通利便性を生かし

て計画的な住宅市街地の整備と周辺環境と調和した美しく，にぎわいのある街並みの形成を図ります。 

   

地区の目標 

｢人がふれあい，にぎわう都市の中心拠点づくり｣ 
 広域拠点・都市中心拠点としての都市機能集積と利用交通の拡充を図ります。 

 周辺環境と調和した街並み景観，拠点地区にふさわしいにぎわいのある都市空間の形成を図ります。 

 歴史ある市街地の環境改善と一団の緑地の保全整備を進めます。 

将
来
地
区
構
造 

土
地
利
用
の
骨
格 

小貝排水路に面し市街化調整区域となっている谷津は，農業・自然環境を守るゾーンとして，
自然環境の保全・活用を図ります。 

周辺環境との調和を図りつつ，都市中心拠点として都市機能の集積と計画的な住宅宅地の整備
供給を図ります。 

 守谷駅周辺は，広域的な商業・業務機能や都市型住宅などによる土地の高度利用を図り，高次都
市機能の集積とにぎわいのある都市空間の整備を進め，広域的な商業・業務地を育成します。 

 常磐自動車道谷和原インターチェンジに近いつくばエクスプレス総合基地周辺や大規模工場周辺
では工業・流通業務施設機能などの維持・増進や用地の計画的な整備・供給を図ります。 

 中央公民館から市役所に至るゾーンは，連担する寺社や付帯する樹林地の環境を保全するととも
に行政・文化などの機能が複合した緑豊かな住宅地としての土地利用を育成します。 

 計画開発された住宅市街地については，鉄道駅近傍の都市的利便性の高い住宅地として良好な居
住環境を保全・育成します。 

 本町地区の市街地については，地区幹線道路の整備と合わせた沿道の街並み環境・景観の形成に
より，生活環境・防災性の向上を図ります。 

交
通
の
体
系 

道路交通 

 広域幹線道路とラダー（はしご）状にネットワークして地域を支える都市幹線道路である都市計
画道路北園野木崎線（県道野田牛久線）と守谷駅にアクセスする地区幹線道路である都市計画道
路みずき野大日線，西口大柏線，守谷駅周辺を囲む環状道路である都市計画道路坂町清水線の未
整備区間の整備を進めます。 

 幹線道路の整備に当たっては，歩行者・自転車交通に対応する豊かな空間を確保します。特に，
市役所周辺と連絡する都市計画道路西口大柏線については，沿道環境と調和した歩行者・自転車
交通を優先する整備を進めます。 

その他 

 広域交通の拠点である守谷駅周辺で駐車場，駐輪場の運用・管理のシステムを含めた整備・拡充
や人にやさしい歩行空間の充実を進め，交通結節点機能の強化を図ります。 

 幹線道路の歩道や沿道の環境・景観の整備と一体となった歩行者・自転車優先道路の整備などに
より，守谷駅と市内各地区を結ぶ歩行者・自転車交通ネットワークを整備します。 

 市内各地区と守谷駅を連絡するバス交通の利便性の向上を図ります。 

活
動
や
交
流
の
拠
点 

 守谷駅周辺地区を，広域的な商業，業務，文化，サービス等の機能集積とにぎわいの感じられる都市
空間の整備などにより，多様で多くの交流・活動が育まれる都市中心拠点として育成していきます。 

 中央公民館から上下水道事務所，市役所に至る地区を，地区環境の整備と機能立地により行政文
化拠点として育成します。 

 守谷城址公園，北園森林公園，守谷沼一帯を，自然環境を生かした公園・緑地として整備するこ
とにより，水と緑と歴史のふれあい拠点として育成します。 

 旧街道の沿道の松並木や街並みを保全・活用し，整備された歩行空間・公園緑地の市民との協働
による維持管理を進めます。 
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■地区整備方針図 
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（２）北守谷・立沢地区 

〔現況と課題〕 
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北守谷・立沢地区の将来構造 

本地区は，丘陵上の立沢の古くからの集落と大規模な工場用地，昭和50年代に土地区画整理事業により

整備された計画的住宅団地で構成されています。常磐自動車道谷和原インターチェンジに近く，常総線新守

谷駅を有するなど交通利便性が高く，昭和50年代後半から人口増加が続いています。一方，地区南部の立

沢の集落地は樹林地を残す良好な自然的環境を有しています。都市の副次拠点である新守谷駅周辺・国道

294号（都市計画道路取手守谷線）沿道，地域生活拠点である久保ケ丘の文化会館周辺に地域の生活に資す

る都市機能の集積を図りつつ，良好な住宅地及び集落地の環境を守り，生かすまちづくりを進めていくこと

が必要です。 

   

地区の目標 

｢豊かな生活文化を守り育むまちづくり｣ 

 新守谷駅周辺・国道294号沿道へ地域生活を支える産業機能を集積します。 

 良好な住宅地の環境とコミュニティを維持する住宅の更新や低未利用地活用を促進します。 

 鬼怒川沿いの水と緑の美しい景観・環境を構成する農村集落地環境の保全・改善を進めます。 

将
来
地
区
構
造 

土
地
利
用
の
骨
格 

地区南側の常磐自動車道に面した立沢の集落及びその周辺地区は，農業・自然環境を守るゾーン
として，自然環境の保全・活用と集落地環境の改善を図ります。 

地区の市街地は，新守谷駅南側で新市街地の開発整備を進めるとともに，住宅団地や一団の工業
用地の良好な市街地環境の保全と都市機能の増進を図ります。 

 新守谷駅西側の幹線道路沿道を都市の副次拠点を構成する近隣サービス商業地として都市機能の
維持・拡充を図ります。 

 北守谷団地の文化会館周辺に地域生活拠点としての都市機能の集積を維持します。 

 立沢の大規模工業用地は，良好な工業地として，その環境・機能を保全・増進します。 

 基盤整備された住宅地の良好な居住環境を保全するとともに空家・空地対策に取り組み，地域コミ
ュニティの活力の維持・増進を図ります。 

交
通
の
体
系 

道路交通 

 市街地整備事業に合わせて新守谷駅東側市街地から駅へのアプローチ道路・駅前広場の拡幅・機能
向上を検討・推進します。 

 国道294号と常総ふれあい道路を連絡し，百合ケ丘・立沢の一団の工業地を支える地区幹線道路
の機能強化を図ります。 

その他 

 北守谷団地内の自転車歩行者専用道路と幹線道路の歩行者自転車路をつなぎ，新守谷駅からもりや
工業団地及び鬼怒川を結ぶ歩行者・自転車交通ネットワークを整備します。 

 路線バスやデマンド乗合交通などの住宅地と拠点地区を連絡する公共交通ネットワークの維持・拡
充を図ります。 

活
動
や
交
流
の
拠
点 

 新守谷駅周辺地区を，東口を含めて商業・サービス機能等の拡充を図り，副次拠点として育成しま
す。 

 文化会館周辺を，生活利便施設等の集積を図り，地域生活拠点として育成します。 
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■地区整備方針図 
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（３）大木・板戸井地区 

〔現況と課題〕 
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大木・板戸井地区の将来構造 

本地区は，鬼怒川の左岸，右岸の台地上の板戸井及び大木の農村集落と低地部に広がる水田で構成され，

全域が市街化調整区域となっています。斜面の緑地や河川沿いの広々とした農地などの特徴ある環境・景観

を持つ地区ですが，鬼怒川右岸と市中心部との連絡機能の強化が望まれています。良好な集落地環境や農業

環境を守りつつ，拠点地区への連絡交通の拡充などにより居住環境の改善を進める必要があります。大木・

板戸井地区の将来目標を次のように設定します。 

   

地区の目標 

｢豊かな自然と農村集落を守るまちづくり｣ 

 鬼怒川を越えて他地区と連絡する交通機能の強化を図ります。 

 農地や河川などの広々とした環境・景観と一体となった集落地環境の保全・改善を進めます。 

将
来
地
区
構
造 

土
地
利
用
の
骨
格 

地区全域を，農業・自然環境を守るゾーンとして，自然環境の保全・活用と集落地環境の改善を
図ります。 

 利根川と合流する鬼怒川下流部沿岸の広大な農地と，緑豊かな農村集落地の環境・景観を，地域農
業の振興施策と連携して保全していきます。 

 都市計画道路供平板戸井線沿道については，広大なオープンスペースと緑の斜面緑地が市の顔とし
て良好な景観を形成しているゾーンであることから，積極的に緑地等の買取りを進め，緑地の保存
に努めるとともに，都市計画道路の整備に合わせて沿道の環境・景観を保全しつつ，計画的な土地
利用を長期的に検討していくゾーンとします。 

交
通
の
体
系 

道路交通 

 広域幹線道路として，大柏・野木崎地区において開設が検討されている常磐自動車道スマートイン
ターチェンジ（ＳＩＣ）と連絡する南北方向の都市計画道路供平板戸井線の整備を促進します。 

その他 

 常総運動公園ともりや工業団地を結ぶ歩行系ネットワークを整備します。 

活
動
や
交
流
の
拠
点 

 常総運動公園周辺における広域スポーツ・保健福祉拠点機能を強化します。 

 もりや学びの里周辺において，地域に開かれた芸術文化交流拠点機能を拡充・整備し，利用を促進
します。 
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■地区整備方針図 
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（４）大柏・野木崎地区 

〔現況と課題〕 
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大柏・野木崎地区の将来構造 

本地区は，丘陵上の大柏，野木崎の集落と利根川沿いの広大な水田及び1988年（昭和63年）から地区

北側の谷津に沿って整備された工業団地により構成されています。その中に，常磐自動車道沿いに市役所と

中央図書館が，利根川沿いに常総運動公園や大利根運動公園が整備されています。 

かつては利根川の水運の拠点としての性格を有していましたが，現在は常磐自動車道及びつくばエクスプ

レスの東京方面からの入口にあたり，守谷市の景観上の玄関となっています。今後は，常磐自動車道守谷サ

ービスエリア（ＳＡ）を活用したスマートインターチェンジ（ＳＩＣ）の開設が検討され，それと連絡する

都市計画道路供平板戸井線などの広域幹線道路の整備が予定されていることから，広域的なポテンシャルが

さらに高まると考えられます。良好な環境を生かし，さらに広域幹線道路の整備に合わせ，良好な農業・農

村環境との調和のとれた計画的なまちづくりを進めることが必要です。 

   

地区の目標 

｢都市の新たな玄関となる美しい緑の景観を生かすまちづくり｣ 

 市役所周辺の行政文化拠点の育成と水と緑の良好な環境・景観の形成を図ります。 

 利根川を越える広域自動車交通を受けとめ生かす交通体系の整備を進めます。 

 大規模な農地などの緑豊かな環境と調和する集落環境の保全，産業土地利用の検討を進めます。 

将
来
地
区
構
造 

土
地
利
用
の
骨
格 

市役所周辺，もりや工業団地及びスマートインターチェンジ周辺を除く地域を農業・自然環境を
守るゾーンとして，農地や自然環境の保全・活用と集落地環境の改善を図ります。 

 都市計画道路供平板戸井線沿道については，広大なオープンスペースと緑の斜面緑地が市の顔とし
て良好な景観を形成しているゾーンであることから，積極的に緑地の買取りを進め，緑地の保存に
努めるとともに，常磐自動車道スマートインターチェンジ（ＳＩＣ）や都市計画道路供平板戸井線
の整備に合わせて沿道の環境・景観を保全しつつ，農業環境と調和する計画的な産業系土地利用を
検討していくゾーンとします。 

地区の市街地は，良好な都市的環境の保全と育成を図ります 

 もりや工業団地（緑地区）は，良好な工業地として，その環境を維持します。 

 市役所周辺は，行政・文化等の機能を持つ緑豊かな市街地として，その環境を育成します。 

 市街地縁辺の幹線道路が整備された沿道では，計画的な土地利用を誘導します。 

交
通
の
体
系 

道路交通 

 広域幹線道路として，南北方向の都市軸道路（都市計画道路守谷・伊奈・谷和原線）の未整備区間，
東西方向の都市計画道路供平板戸井線の整備を促進します。 

 常磐自動車道を通り，利根川を越える広域高速自動車交通に対する守谷市の玄関口となるよう，広
域幹線道路の交差部に近接する常磐自動車道守谷サービスエリア（ＳＡ）を利用したスマートイン
ターチェンジ（ＳＩＣ）の開設を検討・推進します。 

その他 

 行政文化拠点と常総運動公園及び大利根運動公園を結ぶ歩行者・自転車交通ネットワークや利根
川，鬼怒川堤防上の歩行者・自転車交通ネットワークを整備します。 

活
動
や
交
流
の
拠
点 

 市役所周辺地区を，地区環境の整備と守谷駅周辺と役割分担する都市機能立地により行政文化拠点
として育成します。 

 常総運動公園周辺は広域スポーツ・保健福祉拠点機能を強化します。 

 河川沿岸の環境・景観の保全に配慮しつつ，稲戸井調節池の整備と連動した運動施設の整備を促進
します。 
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■地区整備方針図 
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（５）南守谷・高野地区 

〔現況と課題〕 
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南守谷・高野地区の将来構造 

本地区は，丘陵上の鈴塚，高野，乙子の古くからの集落と土地区画整理事業により整備された計画的住宅

団地及び低地部の水田で構成されています。 

住宅団地への入居により，1985年（昭和60年）以降一貫して人口が増加し，常総ふれあい道路の沿道

には近隣商業・サービス施設が集積しています。 

高野などの既存集落は樹林地を残す良好な自然環境を有し，利根川沿いには河川と一体となった稲戸井調

節池の広大な空間が残されています。これらの良好な住宅や集落及び自然環境を守り，生かすまちづくりを

進めていくことが必要です。 

   

地区の目標 

｢広々とした自然のなかで豊かな生活を育むまちづくり｣ 

 良好な団地居住環境の保全と幹線道路沿道の土地利用の整序を図ります。 

 農地や河川などの広々とした環境と一体となった集落環境の保全・改善を進めます。 

将
来
地
区
構
造 

土
地
利
用
の
骨
格 

整備済の住宅団地及び南守谷駅南東の国道294号（都市計画道路取手守谷線）沿道の一部の区
域を除き，農業・自然環境を守るゾーンとして，自然環境の保全・活用と集落地環境の改善を図
ります。 

 高野の一団の農地と農村集落地の環境・景観を，地域農業の振興施策と連携して保全していきます。 

 都市計画道路供平板戸井線沿道については，広大なオープンスペースと緑の斜面緑地が市の顔とし
て良好な景観を形成しているゾーンであることから，積極的に緑地の買取りを進め，緑地の保存に
努めるとともに，都市計画道路の整備に合わせて沿道の環境・景観を保全しつつ，計画的な土地利
用を長期的に検討していくゾーンとします。 

地区の市街地は，良好な都市環境の保全と育成を図ります。 

 南守谷駅周辺を都市の副次拠点を構成し地域の生活利便に供する近隣サービス商業地として育成
します。 

 常総ふれあい道路（都市計画道路乙子北守谷線）沿道の既存の商業業務施設街区を地域生活拠点と
し，その機能の維持と適正な土地利用の誘導を図ります。 

 その他は，住宅系土地利用として，良好な居住環境を保全・育成します。 

交
通
の
体
系 

道路交通 

 広域幹線道路として，南北方向の都市計画道路供平板戸井線の整備を促進します。 

その他 

 団地内の公園，南守谷駅と稲戸井調節池，利根川河川敷を緑豊かな集落地内を通って連絡する歩行
者・自転車交通ネットワークの配置・整備を検討します。 

活
動
や
交
流
の
拠
点 

 南守谷駅周辺地区を，商業・サービス機能等の拡充を図り，副次拠点として育成します。 

 住宅団地内の常総ふれあい道路沿いの広域幹線道路沿道周辺に生活利便施設等の集積を図り，地域
生活拠点として強化・育成します。 

 河川沿岸の環境・景観の保全に配慮しつつ稲戸井調節池の整備と連動して，つくばエクスプレスの
沿道の調節池内における運動施設の整備を促進します。 
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■地区整備方針図 
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（６）みずき野・同地・赤法花地区 

〔現況と課題〕 
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みずき野・同地・赤法花地区の将来構造 

本地区は，小貝排水路に沿って入り込む大小の谷津と台地からなり，台地上は集落地と昭和50年代半ば

から整備が進められた計画的な住宅団地であり，低地部は良好な水田として利用され，低地から台地に至る

斜面には良好な樹林地が残されています。これらの良好な住宅地や集落地の居住環境・コミュニティや豊か

な自然環境を守り，生かすまちづくりを進めていくことが必要です。 

   

地区の目標 

｢緑のなかで豊かに暮らし続けるまちづくり｣ 

 良好な住宅地の環境とコミュニティを維持する住宅の更新や低未利用地の活用を促進します。 

 都市中心拠点である守谷駅周辺との連絡機能を強化します。 

 残された谷津環境を保全・活用します。 

将
来
地
区
構
造 

土
地
利
用
の
骨
格 

整備済住宅団地，南守谷駅周辺の市街化区域を除く地域を農業・自然環境を守るゾーンとして，
自然環境の保全・活用と集落地環境の改善を図ります。 

 小貝川の谷津の一団の農地と丘陵の緑豊かな農村集落地の環境・景観を地域農業の振興施策と連携
して保全していきます。 

 南守谷駅周辺と守谷城址公園の間の愛宕谷津では，市民との協働により緑地の保全や「守谷野鳥の
みち」などの歩行路の整備を進めます。 

地区の市街地は，住宅団地の良好な居住環境とコミュニティを保全・維持します。 

 みずき野地区の住宅団地はコミュニティの高齢化に対応する計画的な住宅の更新とセンター地区
の生活サービス機能の維持・更新を誘導し，良好な居住環境とコミュニティを保全し，人口減少と
地域活力の低下を抑制していきます。 

 南守谷駅北側周辺と守谷駅方向を連絡する地域生活軸である本町通り沿道の道路整備に伴う生活
サービス機能の拡充を誘導します。 

交
通
の
体
系 

その他 

 守谷沼，守谷城址，愛宕中学校，愛宕神社，南守谷駅を結ぶ歩行者・自転車交通ネットワークを整
備していきます。 

活
動
や
交
流
の
拠
点 

 南守谷駅周辺地区を，商業・サービス機能等の拡充を図り，副次拠点として育成します。 

 みずき野地区の近隣サービス商業地の生活利便施設などの集積を維持・更新し，地域コミュニティ
の高齢化に対応した地域生活拠点としていきます。 

 南守谷駅周辺と守谷城址公園の間の愛宕谷津に残された一団の樹林地・農地を，市民協働により公
共的な緑地として保全・整備します。 
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■地区整備方針図 

 

 


